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■地方交付税の推移

■伯耆町財政指標の推移

（万円）

※地方交付税は、特別交付税の合件特例分を控除した数値
　また平成18年度は、予算現額

※この数値は、財政の硬直化を示し、高くなるほど
　硬直化が進んでいるといえます。

※投資的人件費を含む

※投資的人件費を除く

－財政指標や各種数値は、普通会計（一般会計、町営公園墓地事業特別会計、住宅新築資金等貸付事業特別会計、有線テレビ放送特別会計）による数値です。－

※平成18年度は予算現額

※平成18年度は予算現額

年間6億円から7億円程度の支出
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■投資的事業の推移（普通建設・災害復旧事業）
（万円）
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■特別会計繰出金の状況
（万円）
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■基金（貯金）の状況
（万円）
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■公債費（借入金返済額）の見通し
この3年間が返済額のピーク

5年間で約11億円減少

　
平
成
17
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
平
成
17
年
度
伯
耆
町
一
般
会
計
決
算
額
は
、

歳
入
総
額
六
十
七
億
四
千
百
五
十
四
万
円
、

歳
出
総
額
六
十
四
億
八
千
六
百
四
十
五
万
円

と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、前
年
度
決
算
と
比

較
し
て
歳
入
で
十
八
億
五
千
三
百
五
十
万
円

減（
△
21
・
６
％
）、歳
出
で
十
八
億
四
百
九
十

七
万
円
減（
△
21
・
８
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、平
成
16
年
度
の
合
併
前
建
設
事

業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
要
因
が
大
き
な

も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、ケ
ー
ブ
ル
施
設
整
備
二
億

千
八
百
九
十
二
万
円
、ゆ
う
あ
い
パ
ル（
温
泉

施
設
）省
エ
ネ
工
事
三
千
二
百
三
十
万
円
、大

山
望
整
備
一
億
二
百
四
十
七
万
円
、堆
肥
セ

ン
タ
ー
整
備
一
億
三
千
百
二
十
四
万
円
な
ど

の
事
業
で
す
。

　
平
成
17
年
度
の
実
質
収
支（
翌
年
度
へ
の
実

質
繰
越
額
）は
二
億
四
千
八
百
五
十
九
万
円
で

す
が
、前
年
の
実
質
収
支
を
差
引
い
た
単
年
度

収
支（
実
際
の
単
年
度
収
支
額
）は
千
九
百
五

十
四
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
財
政
指
標
が
悪
化
し
て
い
ま
す

　
伯
耆
町
の
平
成
17
年
度
普
通
決
算
で
は
、各

種
財
政
指
標
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。財
政
の
弾

力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
昨
年
度
か
ら

４
・
５
％
上
昇
し
、96
・
６
％
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
常
収
支
比
率
は
、経
常
的
な
収
入
に
対

す
る
経
常
的
な
支
出
の
割
合
で
あ
り
、臨
時
的

建
設
事
業
な
ど
に
は
、残
り
の
４
・
４
％
し
か

財
源
が
使
え
ま
せ
ん
。

　
な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
？

　
そ
れ
は
、国
か
ら
地
方
へ
配
分
さ
れ
る
地
方

交
付
税
が
、国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
減

少
し
た
こ
と
と（
平
成
12
年
度
と
平
成
17
年
度

を
比
較
す
る
と
約
十
一
億
円
程
度
の
減
額
、率

に
し
て
24
％
減
と
な
り
ま
し
た
）、平
成
17
年

度
か
ら
平
成
19
年
度
ま
で
が
今
ま
で
の
借
入

金
返
済
額
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
こ
と（
１

年
間
十
四
億
円
程
度
）、国
民
健
康
保
険
、老
人

保
健
の
医
療
費
の
増
加
、水
道
・
下
水
道
事
業

の
借
入
金
の
返
済
に
よ
る
特
別
会
計
繰
出
金

の
増
加（
年
間
六
億
円
か
ら
七
億
円
程
度
）に

よ
り
、収
入
は
減
っ
て
く
る
の
に
支
出
は
増
加
、

も
し
く
は
減
ら
な
い
状
況
に
よ
る
た
め
で
す
。

　
今
後
の
財
政
運
営
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
、国
レ
ベ
ル
で
検

討
中
で
す
が
、今
後
も
減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、財
政
状
況
を
好
転
さ
せ
る
に

は
徹
底
し
た
歳
入
の
確
保
か
歳
出
の
カ
ッ
ト

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
の
よ
う
な
予
算
配
分
で
は
、

町
の
基
金（
貯
金
）が
底
を
つ
い
て
赤

字
決
算
と
な
り
、町
財
政
が
破
綻
し

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
今
、職
員
の
人
件
費
も
含
め
た
経

費
の
削
減
、行
政
改
革
、住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
協
力
に
よ
り
、健
全
で

安
定
し
た
財
政
構
造
を
再
構
築
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
に
も
、住
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、行
政
の
役

割
を
再
検
討
し
、行
政
と
住
民
の
方

と
の
役
割
分
担
を
改
め
て
整
理
し
、

相
互
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」の
推
進
が
必

要
で
す
。

　平成17年度決算が9月議会で承認されました。伯耆町の財政は、平成17年度から
平成19年度の借入金の返還ピークを迎えており、各種の財政指標が悪化しています。

歳出

648,645万円

補助費補助費
86,24386,243万円万円
（13.313.3％）％）

公債費公債費
137983137983万円万円
（21.321.3％）％）

繰出金繰出金
73,22473,224万円万円
（11.311.3％）％）

農林水産業費農林水産業費
58,67958,679万円万円
（9.19.1％）％）

土木費土木費
50,86550,865万円万円
（7.97.9％）％）

衛生費衛生費
49,52749,527万円万円
（7.67.6％）％）

農林水産業費
58,679万円
（9.1％）

土木費
50,865万円
（7.9％）

衛生費
49,527万円
（7.6％）

■一般会計歳入の状況

自自 主主
財

32.732.7％

財
源源

67.367.3％67.3％

依依

存存

財財

源源

歳入

674,154万円

町　税
137,159万円
（20.3％）

繰越金
30,362万円
（4.5％）

繰入金
18,175万円
（2.7％）
諸収入
12,515万円
（1.9％）

使用料及び手数料
12,151万円（1.8％）

分担金及び負担金
8,907万円（1.3％）

財産収入
1,256万円（0.2％）

地方交付税
298,929万円
（44.3％）

町　債
49,170万円（7.3％）

県支出金
39,476万円（5.9％）

国庫支出金
27,672万円（4.1％）

地方譲与税
14,819万円（2.2％）

地方消費税交付金
10,699万円（1.6％）

ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金
固有提供施設等所在市町村助成交付金
配当割交付金

3,689万円（0.6％）
4,048万円（0.6％）
3,539万円（0.5％）

677万円（0.1％）
212万円（0.0％）
391万円（0.1％）

62万円（0.0％）
249万円（0.0％）

（
32.7％

■一般会計歳出の状況（目的別）

議会費 8,875万円
（1.4％）

総務費
112,385万円
（17.3％）

民生費
131,959万円
（20.4％）

商工費
12,540万円
（1.9％）

消防費
21,494万円
（3.3％）

教育費
605,160千円
（9.3％）

災害復旧費
4,086万円
（0.6％）

公債費
137,721万円
（21.2％）

■一般会計歳出の状況（性質別）

歳出

648,645万円

人件費
126,227万円
（19.5％）

物件費
100,424万円
（15.5％）

維持補修費
586万円
（0.1％）

扶助費
33,555万円
（5.2％）

補助費
86,243万円
（13.3％）

普通建設事業費
59,271万円
（9.1％）

災害復旧事業費
4,785万円（0.7％）

公債費
137983万円
（21.3％）

積立金
24,060万円
（3.7％）

投資・出資金
10万円（0.0％）

貸付金
2,278万円（0.4％）

繰出金
73,224万円
（11.3％）
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〈経常収支比率の推移〉 （単位：％）
年　　　度 12 13 14 15 16 17

伯 耆 町 80.1 79.8 81.4 83.4 92.1 96.6

県内町村平均 82.4 83.0 85.6 87.5 90.0 91.3

経常収支比率
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